
会派研究研修報告書 

令和7年3月21日 

 

  常滑市議会議長 加藤久豊 殿 

                     会 派 名  繋 

                     会派の代表者 伊奈 利信  

 

   会派等の研究研修報告を次のとおり提出します。 

 

記 

 

 １ 期 日  令和7年2月12日（水）～13日（木） 

  

２ 視察地  2月12日（水） 

鹿児島県南九州市「知覧特攻平和会館（語り部による平和教育に

ついて）」 

2月13日（木） 

鹿児島県南さつま市「ふるさと納税の取組について」 

 

 ３ 視察者  伊奈利信（代表）、大川秀徳、中村崇春 

         

 ４ 行 程  別紙１のとおり 

 

５ 視察経費 別紙２のとおり 

  

 



別紙１ 

令和 6 年度  繋 視察報告書 

 

１．令和 7 年 2 月 12 日（水） 

 視察地 

鹿児島県南九州市「知覧特攻平和会館（語り部による平和教育について）」 

令和7年2月13日（木） 

鹿児島県南さつま市「ふるさと納税の取組について」 

 

 

２．視察者 

伊奈利信（代表） 大川秀徳 中村崇春 

 

３．視察行程表 

令和 7 年 2 月 12 日（水） 

07 時 00 分 常滑駅 中部国際空港行普通 

07 時 06 分 中部国際空港着 7 時 10 分中部国際空港集合 

08 時 10 分 中部国際空港発 ANA2515 便 

09 時 40 分 鹿児島空港着  

10 時 00 分 鹿児島空港発 レンタカーによる移動 

11 時 30 分 昼食 南九州市内 

13 時 00 分 

15 時 00 分 

南九州市視察 知覧特攻平和会館 

〒897-0302 鹿児島県南九州市知覧町郡 17881 

TEL  0993-83-2525 

15 時 30 分 南九州市発 レンタカーによる移動 

16 時 30 分 ホテル着 アパホテル鹿児島天文館 

〒892-0831 鹿児島県鹿児島市船津町 1-25 

TEL  099-224-3111 
18 時 30 分 夕食 鹿児島市内 

 

令和7年2月13日（木） 

08 時 30 分 ホテル発 レンタカーによる移動 

10 時 00 分 

11 時 30 分 

南さつま市視察 南さつま市役所 

〒897-0003 鹿児島県南さつま市加世田川畑 2648 

TEL  0993-53-2111 

12 時 00 分 昼食 南さつま市内、昼食後、レンタカーにより移動 

15 時 30 分 鹿児島空港着  

16 時 25 分 鹿児島空港発 ANA352 便 

17 時 45 分 中部国際空港着  

17 時 58 分 常滑駅発 常滑駅解散(2 名)、西ノ口駅解散(1 名) 



 

1. 視察報告 

視察 

視察地 鹿児島県南九州市 

視察日時 令和 7 年 2 月 12 日（水） 13 時 00 分から 15 時 00 分 

視察目的 知覧特攻平和会館（語り部による平和教育について）調査研究 

説明者 知覧特攻平和会館館長 塗木光久氏、語り部 1 名 

調査趣旨 太平洋戦争末期、沖縄戦において人類史上類のない特攻作戦で亡く

なられた陸軍特別攻撃隊員の遺品や関係資料等を収集保存展示し、そ

の記録を後世に残し、またその史実をとおして平和のメッセージを発

信し、平和の大切さ、命の尊さを語りつぎ、世界恒久の平和に寄与する

ことを目的として、昭和 49 年に「特攻遺品館」として建設されました。 

その後、昭和 60～61 に特別対策事業で移設し、名称を「知覧特攻平

和会館」と改称し、昭和 62 年に落成しました。 

平成元年には、資料が続々と収集されたことで手狭になったので増

築しました。その後も頻繁に増築を繰り返し、修学旅行や行政視察等に

も対応しています。 

事業内容は大きく 4 種類あります。 

  ①資料の収集・保存活動では、現在は 16,000 点余りが収蔵されてお

り、恒久保存するよう努めています。 

②教育・普及活動では、語り部 6 名が教育旅行・修学旅行・一般団体

等に特攻の事実・戦争の悲惨さ・平和のありがたさ・命の尊さ・家族の

絆等について、説明・案内をしています。令和 5 年度の実績では、合計

で 41,000 人余りの訪問者となりました。 

③広報活動では、鹿児島中央駅等に電照看板広告を出したり、インタ

ーネットのポータルサイト、雑誌や観光パンフレットに広告を掲載し、

知覧特攻平和会館に来館してもらうことで、命の尊さ、平和の大切さを

伝えています。 

④ 平和事業では、平成 2 年から「平和へのメッセージ from 知覧

スピーチコンテスト」を毎年 8 月 15 日に開催し、令和 5 年度では合計

で 2,560 件の応募がありました。 

 

 知覧特攻平和会館の目的や適正に維持するためには一定数の来館者

が必要です。そのため、観光業者・旅行業者にも協力をお願いしており、

全国の観光業者・旅行業者との間に観光券契約をしています。 

その他の取組として、遺族が減っていく中で、風化させないためにも

遺族や関係者にインタビューをしたり、それを映像に残したりしてい

ます。 

 

 常滑市では、令和 5 年度に平和教育として広島県に希望する小学生



が訪問しました。原子爆弾の被爆地として平和教育に大変有効と評価

していますが、戦争の悲惨さを伝える手段が他にあっても良いと考え

ます。太平洋戦争末期に実行された特攻作戦は、核の被爆地と同様、戦

争の悲惨さと平和の大切さ、命の尊さをしっかりと伝える手段になり

ます。これは本市にとって新たな選択肢となるため、知覧特攻平和会館

の在り方を調査研究し、本市の平和教育をさらに充実させるための一

助とすべく視察しました。 

写真 

 



 

質疑 問・語り部 4 名の方の年代・性別等の詳細や課題についてご教授くだ

さい。 

答・常勤の語り部は 4 名で、80 代男性 1 名、60 代男性 2 名、50 代女性

1 名。課題は高齢化と英語対応である。 

問・何度も訪れる来館者はいますか？ 

答・何度も訪れる方は多い。 

問・県内の学校から教育旅行はどうなっていますか？ 

答・県内の学校はほぼ全て訪問している。 

問・年間の予算について、教えてください。また、市からの補助や助成

はありますか？ 

答・人件費込みで、1 億 4,000 万円から 1 億 5,000 万円。財源は平和基

金・入館料・ふるさと納税で、市の一般財源の負担はない。 

所感 （伊奈） 

 語り部からの生の説明や館内の展示物、音声ガイド（タブレット）に

より、改めて戦争の悲惨さと命の大切さを感じ、平和な現代に生きてい

ることへ深く感謝した。平和教育では課外学習や修学旅行などで県内

のほぼすべて、近隣県からも多くの子どもたちが訪問され、平和につい

て学ばれている。 

（中村） 

平和教育としてだけでなく、観光資源としても高いレベルにあると

感じた。また、予算も市の一般財源に頼っていないことは大変評価でき

る。 

（大川） 

戦争や平和に対する考えは個人でそれぞれ受け止め方が違い、大変



難しいが、戦争を美化せずありのままを伝えていた。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 被爆地訪問は費用面や参加人数など課題もある。身近な常滑市戦没

者遺族会の皆様方に協力を依頼し、出前授業や講座など開催し、戦争や

平和についての教育の場を設けることはできないか。 

（中村） 

 本市では、平和教育というと広島県や長崎県のような核の被爆地し

か選択肢がないように思えてしまう。戦争の異なる側面として特攻を

学ぶことも大切である。今後は特攻や他の戦争の跡を平和教育の選択

肢としてもらいたい。 

（大川） 

 地理的なことで、知覧への派遣は難しいかもしれないが、広島以外で

学ぶ機会もあると、常滑市の平和教育への質がさらに向上すると考え

ます。自分の興味のある資料を自分のタイミングで説明を受けられる

タブレットとイヤホンの活用は、人件費を抑制する側面もあり、市の観

光でも活用できるのではないか。 

 

  



視察 

視察地 鹿児島県南さつま市 

視察日時 令和 7 年 2 月 13 日（木） 10 時 00 分から 11 時 30 分 

視察目的 ふるさと納税の取組について 

説明者 南さつま市産業おこし部商工水産課課長 安留敏史氏、同課商工振興

係 下畠和之氏、同係主査 枦川貴史氏、議会事務局主査 松山隼人氏 

調査趣旨 南さつま市では、市外在住者等に対し、ふるさと納税の周知等と寄附

金の募集を積極的に推進し、その寄附金を豊かで住みよいまちづくり

に活用するため、平成 20 年に『ふるさと納税推進本部設置要綱』を策

定し、庁内検討会を設置しました。 

平成 27 年にはサイトリニューアルを実施、平成 29 年には観光協会

に業務委託をしました。平成 30 年には「チーム南さつま」としてふる

さと納税振興協議会を設置しました。 

平成 30 年から急激に寄附額が増加し、令和元年には 46 億円を超え、

令和 5 年には 63 億円を超えました。各ふるさと納税サイトにも掲載

し、寄附を集めています。 

運営体制は、南さつま市の商工水産課が窓口全般を担い、観光協会が

業務委託全般、ヤマト運輸株式会社が配送全般、「チーム南さつま」が

返礼品事業者をまとめています。 

返礼品の開拓・開発は市観光協会と「チーム南さつま」が全面的にサ

ポートしています。 

ふるさと納税サイトの運営体制は、市観光協会が担っており、11 サ

イトで掲載しています。母の日・父の日・お中元・お歳暮には主となっ

て取り組んでいます。市特設サイトの管理も市観光協会が管理してい

ます。 

また、南さつま市では独自のポイント制度を実施しており、リピータ

ーの獲得に大いに役立っています。 

積立額は約 100 億円になり、毎年一般会計に 10 億円以上の繰入を実

施しています。 

今後は、ポイント還元施策が令和 7 年 10 月に廃止されるため、どの

ように影響を受けるのかは不明です。ですが、寄附額増加に向けた取組

も積極的に行っており、一例として返礼品の種類をさらに増やすよう

務めています。 

 

常滑市においてもふるさと納税の取組は重要です。しかしながら、成

果は十分とは言えず、市寄附額よりも市税控除額が上回ることも多い

状況です。また、令和 5 年度まで寄付額一位の返礼品が採用できなく

なり、特産品開発も含めた今後の対応が急務となっています。これから

も全国的にはふるさと納税寄附額は伸びていきます。その流れを十分

に活用して寄附額を増やし、また、市の経済振興のためにも市を挙げて



取り組むことが必要となります。ふるさと納税への取組への体制を強

化し、さらに新たな特産品開発も含めた市内経済振興の一助とすべく

調査研究のため視察しました。 

写真 

 

 

質疑 問・1 番多い寄付金額帯はいくらでしょうか？ 

答・10,000 円台が最も多い。全国的には 12,000 円台が最も多い。 

問・寄付を 1 番集めた返礼品は何でしたか？ 

答・寄附件数も寄附金額も肉類が最も多く、その中でも黒毛和牛 600ｇ



10,000 円で令和 5 年度で 10 億円の寄附があった。令和 6 年の『さ

とふる』でランキング 10 位となった。 

問・毎年多くの寄付を集めるためのアイディアはどこからどうやって

出てくるのでしょうか 

答・「チーム南さつま」ふるさと納税振興協議会からアイディアが出て

くる。他にも市職員や業務委託先（シフトプラス）からもアイディ

アが出てくる。内容は主に広告戦略や納税イベントへの出展等。 

問・寄付をよく集めるポータルサイトはどこですか？ 

答・『さとふる』が最も多い。 

問・1 番手応えがあった施策は何でしょうか？ 

答・サイト内広告や市内事業者を 1 軒ずつ訪問した事。 

問・地域の商工業者への出品依頼で工夫した点をご教授ください。 

答・事業者間の繋がりで、連携品や定期便を複数業者で構成した。 

問・市内業者や寄付者のご意見をお聞かせください。 

答・総会や幹事会で情報共有。協会と事業者が連携しており、概ね良い

意見が多い。寄附者からのクレームについては協会で迅速に対応

した。 

問・寄付のリピーターはいらっしゃいますか？ 

答・令和 5 年度では、寄附者の 3 割の約 88,000 人がリピーターで、対

策はメルマガや問合せ対応、礼状送付を実施した。 

所感 （伊奈） 

 行政、観光協会ともに専属の人員配置が整っており、行政と観光協

会、事業者（生産者、加工業者、販売者）、委託業者がしっかりと連携

し取組まれている。全体からみても「牛肉」が大多数を占める。また定

期便にも注力されている。収益の一部を開発に関する費用（設備補助な

ど）に充てられ、好循環する仕組みが確立されている。 

（中村） 

 取組体制が本市とは全く異なり、かなり注力している。新規返礼品や

特産品開発も積極的に行っており、60 億円を超える寄附額を集めるの

も当然と思える体制と行動をしている。寄附を集めるだけでなく、市内

経済振興にも繋げており、『ふるさと納税』という制度を存分に活用し

ていると感じた。 

（大川） 

 宮崎県都城市を目標として取り組みをされており、ふるさと納税を

活用することで、南さつま市の PR・産業・産業から生まれた儲けを市

民サービスへ循環させていた。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 行政の担いには限界がある。観光協会や商工会議所との連携（業務委

託）に取組むべきと考える。 

（中村） 



 まずは、市の体制強化が必須と思う。また、行政と民間が連携して取

り組むために観光協会や商工会議所のような公益団体がまとめ役や事

務局などを担うことも大切である。本市の独自性を前面に出した返礼

品が寄附額増加には必須であり、酒類などの嗜好品は独自の返礼品と

して高評価を得られやすい。南さつま市のように、市内事業者と行政や

団体との振興協議会を設置して情報やアイディアの共有から始めると

良いのでは、と思う。 

（大川） 

 肉類の返礼品のさらなる磨き上げをしていくべきではないか。ふる

さと納税を利用する市民も増加していくので、交流人口を増やし、寄付

してもらえる額を今以上に増やしてもらいたい。 

 



別紙２ 
令和 6年度 繋 視察費 

 

 単価 人数 合計 領収証 備考 

2 月 12 日(水)      

交通費（名鉄） 330 2 660  常滑駅から中部国際空港駅 

交通費（名鉄） 410 1 410  西ノ口駅から中部国際空港駅 

交通費（ANA）  3   中部国際空港から鹿児島空港 

交通費（高速道路利用料） 1,090 3 1,090 ① 鹿児島空港から南九州市 

交通費（高速道路利用料） 290 3 290 ① 鹿児島空港から南九州市 

交通費（専用道路利用料） 100 3 100 ② 指宿スカイライン 

知覧特攻平和会館入館料 500 3 1,500 ③  

知覧特攻平和会館音声ガイド代 200 3 600 ④  

      

2 月 13 日(木)      

駐車料金 1,000 3 1,000 ⑤  

交通費（高速道路利用料） 290 3 290 ① 鹿児島市から南さつま市 

交通費（高速道路利用料） 290 3 290 ① 南さつま市から鹿児島空港 

交通費（高速道路利用料） 1,090 3 1,090 ① 南さつま市から鹿児島空港 

交通費（名鉄） 330 2 660  中部国際空港駅から常滑駅 

交通費（名鉄） 410 1 410  中部国際空港駅から西ノ口駅 

宿泊費  3    

      

航空費及び宿泊費 48,200 3 144,600 ⑥ ANA2515 便、ANA352 便、アパホテル鹿児島天文館 

ガソリン代 3,786 3 3,786 ⑦  

合計 57,906 3 156,776   

宿泊費は実費計上 


